
サービスガイド
ベッド用アーム
このサービスガイドは修理技術者を対象とした技術資料です。 保証書は必ず所定事項を記入の上、お客様にお渡し下さい。

発売年月

製品特徴

１．ベッドサイドで手すりを使用する際に安定性を向上させることができます。

２．床面からベッドサイドフレーム下端までの高さが4.5～30cmのベッドに対応できます。

本機の外観、仕様、使用部品は性能向上、その他の理由により予告なく変更することがあります。
本書の著作権は弊社に帰属します。本書の内容を弊社に無断で複製、転用等およびネットワークで配布することを禁止します。

2018年 10月

技術サービス区分
持　込

品番 /品名

PN-L80511 ベッド用アーム

品　番 品　名
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安全に関するご注意 必ずお守りください

■修理前にこのサービスガイドを必ずお読みのうえ、正しく修理してください。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

「死亡や重症を負う
おそれがある内容」です。

「傷害を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

■このサービスガイドに記載されていない方法で修理されて、それが原因で事故や故障が生じた場合は、
　保証を致しかねますのでご注意ください。

●フレームストッパーを持って持ち運びしない
　（外れによるけがの原因）

●ボルト・ナット締めにサイズの合わない工具を使用したり、乱暴に締めつけたりしない
　（ボルト・ナットの頭などのバリ（突起）による怪我の原因）

●分解・修理後は、本書の「修理完了検査項目」を確認する
　（故障、破損、事故、けがの原因）

●すき間に手指などを挟まないように注意する
　（事故、けがの原因）

●指定トルク以上で締め付けを行う
　（アーム外れ、事故の原因）

●本書に明記されている箇所以外の分解・修理・改造は行わない
　（故障、破損によるけがの原因）

●ストーブなどの火気類に製品を近づけない
　（火災や変色・変形の原因）

●分解・修理は安定した作業台などで行う
　（思わぬ事故、けがの原因）
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仕様

各部のなまえ

ベッド用アーム

0.9kg 　(１個　0.45kg)

PN-L80511

100kg

製 品 名

製 品 品 番

質 量

長さ19.1　×　幅9.2　×　高さ14.5cmサ イ ズ

材 質

最大使用者体重

固定部・アーム
フレームストッパー・スペーサー
支柱緩衝カバー

：
：
：

アルミ二ウム
合成ゴム
ポリプロピレン

フレームストッパーP
2個

付 属 品

※フレームストッパーAと
　付け替えて使用する為の
　部品です。

● 六角レンチ（ 呼び4、呼び5 ）をご準備ください。

     ・「 アーム接続ボルト 」 には  呼び 4  の六角レンチをご使用ください。

     ・「 支柱固定ボルト 」 には  呼び 5  の六角レンチをご使用ください。

お願い

※すっきり手すり クリンディに付属

支柱固定ボルト

支柱緩衝カバー

アーム接続ボルト

スペーサー

固定部

フレームストッパーC

アーム
フレームストッパーA

フレームストッパーB
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分解・組立方法

1.固定部・支柱緩衝カバーを取り外す

ベッド用アームの分解・組立作業は、
クリンディから取り外して行ってください。

スペーサーの側面を持ってアームから
引抜いてください。

支柱固定ボルトを外して固定部を開いてください。
※六角レンチ（呼び５）をお使いください。

アーム接続ボルト２本を外し、アームから固定部を
取り外してください。
※六角レンチ（呼び４）をお使いください。

①固定部を取り外す

支柱緩衝カバーの突起部分を固定部から抜き、
支柱緩衝カバーを取り外してください。

※固定部１個につき２個の支柱緩衝カバーを
　取り外してください。

②支柱緩衝カバーを取り外す

2. スペーサーを取り外す

突起部付近に指を引っ掛けると外しやすくなります。

支柱固定ボルト アーム接続ボルト

固定部

スペーサー

アーム

支柱緩衝カバー

突起部
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分解・組立方法

3.フレームストッパー（A・B・P）の交換

フレームストッパーCを引抜いてアームから
取り外してください。

4. フレームストッパーC　を取り外す

フレームストッパーを引抜いて取り外してください。
①フレームストッパーを取り外す

フレームストッパーの突起をアームの穴に 
差し込んでください。

●突起の先端がつぶれていないか
　確認する
→突起がつぶれたものを使用すると、
　すき間ができ、正しく差し込めな
　くなります。

■差し込み方
1. すべての突起の先端がつぶれていないことを確認する
2. ２本の細い突起部をアームの穴に半分まで差し込む
3. ３本の太い突起部をアームの穴に半分まで差し込む
4. 全体を一様に押し入れる
→すべての突起を一気に差し込むと突起先端がつぶれる
　可能性があります。

②フレームストッパーを取り付ける

※左記写真はフレームストッパーAです。
　フレームストッパーB又はPの場合も、
　A同様の方法で取り外してください。

フレーム
ストッパーA ※

フレーム
ストッパーC

一様に
押し入れる

突起の先端
注 意

細い突起 太い突起
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修理完了検査項目

No. 確認項目 対応 チェック

1

2

3

4

5

各固定ボルトを締め付けてください。各固定ボルトの緩みがないことを確認する。

新しい部品、ボルトに交換してください。

新しい部品に交換してください。

新しい警告・品番ラベルに交換してください。

各固定ボルトを締め付けてください。

各部品の欠損、ボルト頭にシャープエッジが
ないことを確認する。

フレームストッパーの突起につぶれなどの破損
がないことを確認する。

警告・品番ラベルがめくれなく貼り付いている
ことを確認する。

ベッド用アームの取り付け位置をすき間のない
ように調整してください。

ベッドサイドフレームの高さに応じた組立手順で
組立を行ってください。

ベッドサイドフレームに取り付けた際に負荷を
かけガタツキがないことを確認する。
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A B C D E

1

2

3

4

5

部品展開図

左 側
右側の部品展開図は次の頁

※左右反転する部品がございます。
　→固定部

　　警告シール

　　品番シール

②
⑭ / ⑮
⑬

①①

②②

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑨⑨

⑬⑬

⑭⑮

⑱

③③ ③③
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A B C D E

1

2

3

4

5

右 側
左側の部品展開図は前の頁

※左右反転する部品がございます。
　→固定部

　　警告シール

　　品番シール

②
⑭ / ⑮
⑬

部品展開図

①①

②②

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑨⑨

⑬⑬

⑭ ⑮

⑱

③③ ③③
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部品表

1
2
3
4
5
6
7
8
9

13
14
15
16
17
18

アーム

固定部

支柱緩衝カバー

フレームストッパーA

フレームストッパーB

フレームストッパーC

フレームストッパーP

スペーサー

アーム接続ボルト

品番シール

警告シール①

警告シール②

梱包箱

取扱説明書

支柱固定ボルト

-
-
PN-L8051101P
PN-L8051102P
PN-L8051103P
PN-L8051104P
PN-L8051105P
PN-L8051106P
PN-L8051107P
PN-L8051111P
PN-L8051112P
PN-L8051113P
PN-L8051114P
PN-L8051115P
PN-L8051116P

-
-
4
2
2
2
2
2

10
1
1
1
1
1
1

-
-

1,520
1,520
1,520
1,520
1,520
1,270
1,520

380
380
380

1,900
380
760

2
2
4
2
2
2
2
2
4
2
2
2
1
1
2

品名 ご注文品番 箱
入数 摘　要 ・ 備　考 1台

個数
図面
番号

補助
番号 希望小売価格

この価格に表示されている表示価格は消費税抜きです。

供給不可

供給不可

ワッシャー・スプリングワッシャー付



〒571- 8686 大阪府門真市大字門真1048番地


